
さ
せ
な
が
ら
、
早
速
、
松
浦

先
生
と
、一通
り
見
せ
て
い
た
だ

き
、
そ
し
て
、
審
査
に
入
り
ま

し
た
。
寸
暇
を
惜
し
ん
で
、
作

品
を
仕
上
げ
ら
れ
た
皆
さ
ん
の

頑
張
り
が
、
す
べ
て
の
作
品
に

見
事
に
表
れ
て
い
る
と
感
じ
ま

し
た
。

勿
論
、
技
法
も
大
事
で
す

が
、
最
も
大
切
な
こ
と
は
、
美

に
対
す
る
純
な
気
持
ち
と
絵

を
描
こ
う
と
い
う
情
熱
な
の
で

す
。
審
査
は
、
最
後
ま
で
、
も

つ
れ
ま
し
た
が
、
金
賞
に
は
、

上
野
結
布
花
さ
ん
の
作
品
「
船

着
場
の
風
景
」
に
決
定
し
ま

し
た
。
結
布
花
さ
ん
の
作
品
に

は
、
作
者
の
幸
福
感
、
充
実

感
が
あ
ふ
れ
て
お
り
、
私
は
心

か
ら
感
動
致
し
ま
し
た
。
入

選
作
品
に
は
金
賞
一
名
、
銀

賞
三
名
、
銅
賞
六
名
、
佳
作

三
十
名
、
そ
し
て
、
優
秀
校

に
は
鹿
児
島
市
立
東
谷
山
中

学
校
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
受
賞
さ
れ
た
皆
様
、
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

絵
を
描
く
と
い
う
こ
と
の
楽

し
さ
、
厳
し
さ
は
、「
も
の
を

よ
く
見
る
」
と
い
う
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
自

分
の
絵
を
楽
し
み
な
が
ら
描
い

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

来
年
も
、
皆
さ
ん
の
作
品
に

会
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

  

海
の
絵
画
・
入
賞
作
品
展

「
北
九
州
地
区
」

◦
開
催
日

　

令
和
６
年
７
月
15
日（
月・祝
）

　

か
ら
７
月
28
日
㈰

◦
場
　
所

　

北
九
州
市
門
司
港
レ
ト
ロ

　
「
旧
門
司
税
関
」

◦
内
　
容

　

金・銀・銅
賞
、佳
作
の
合
計

40
点
を
展
示
し
、約
７
千
人

の
方
が
鑑
賞
し
ま
し
た
。
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【
銅
賞
】九
州
海
事
広
報
協
会
長
賞

「
神
光
」

福
岡
県
宗
像
市
立

　

城
山
中
学
校　

３
年

田
中　

麻
子 

さ
ん

「
夜
の
日
本
丸
」

長
崎
県
佐
世
保
市
立

　

福
石
中
学
校　

２
年

石
井　

結
菜 

さ
ん

「
秋
は
夕
暮
れ
」

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
立

　

東
谷
山
中
学
校　

３
年

橋
本　

志
郎 

さ
ん

「
凍
え
る
」

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
立

　

東
谷
山
中
学
校　

３
年

野
平　

彩
花 

さ
ん

九
州
・
山
口
地
区
の
中
学

生
を
対
象
と
し
た
「
海
の
絵

画
コ
ン
ク
ー
ル
」
は
、
次
代
を

担
う
中
学
生
の
皆
さ
ん
が
海

に
親
し
み
海
に
対
す
る
関
心

と
認
識
を
深
め
、
か
け
が
え
の

な
い
海
を
見
つ
め
直
す
こ
と
を

趣
旨
に
「
船
舶
」「
海
の
生
物
」

「
海
や
船
」「
港
で
働
く
人
」「
海

の
環
境
保
全
」
等
を
画
題
に

し
た
絵
画
作
品
を
募
集
し
て

お
り
、
毎
年
、「
海
の
日
」
広

「
海
の
日
」
は
「
海
の
恩

恵
に
感
謝
し
、
海
洋
国
家
日

本
の
繁
栄
を
願
う
日
」
と
し

て
、
平
成
８
年
に
国
民
の
祝

日
に
制
定
さ
れ
今
年
で
29
回

目
を
迎
え
ま
す
。
（
平
成
８

年
か
ら
７
月
20
日
を
国
民
の

祝
日
「
海
の
日
」
と
し
て
制

定
）
な
お
、
平
成
15
年
か
ら

「
海
の
日
」
は
７
月
の
第
三

月
曜
日
（
本
年
は
15
日
）
で

す
。
ま
た
、
「
海
の
月
間
」

で
は
、
「
海
」
の
大
切
さ
を

国
民
一
人
一
人
に
認
識
を
深

め
て
い
た
だ
く
た
め
、
７
月

を
中
心
に
全
国
各
地
で
多
彩

な
行
事
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。北

九
州
・
京
築
地
区
の
主
な
行
事

北
九
州
市
門
司
港
及
び
京

都
郡
苅
田
町
で
表
彰
式
を
開

催
し
、
各
機
関
・
団
体
か
ら

表
彰
状
を
伝
達
し
、
海
事
関

係
の
様
々
な
分
野
で
顕
著
な

功
績
を
挙
げ
ら
れ
た
皆
様
に

深
く
敬
意
を
表
し
、
お
慶
び

を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

報
事
業
の
一
環
と
し
て
実
施
し

て
い
ま
す
。

今
年
で
第
61
回
目
を
迎
え

全
部
で
44
校
352
点
の
応
募
を

い
た
だ
き
７
月
２
日
（
火
）
に

北
九
州
市
門
司
区
「
旧
大
連

航
路
上
屋
」
で
審
査
員
２
名

に
よ
る
厳
正
な
審
査
の
結
果
、

金
賞
（
九
州
運
輸
局
長
賞
）

１
点
、
九
州
海
事
広
報
協
会

長
賞
の
銀
賞
３
点
、
銅
賞
６

点
、
佳
作
30
点
の
優
秀
作
品

を
決
定
し
ま
し
た
。

「
嵐
の
前
に
」

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
立

　

東
谷
山
中
学
校　

２
年

　
　

一
野　

愛
莉 

さ
ん

「
支
度
」

鹿
児
島
県
霧
島
市
立

　

日
当
山
中
学
校　

３
年

　

田
代　

雫 

さ
ん

《
優
秀
学
校
賞
》

鹿
児
島
市
立

　

東
谷
山
中
学
校

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

審
査
員綿

引　

昭
子　

氏　
　

　
　
　
（
新
世
紀
美
術
協
会
）

松
浦　
　

孝　

氏　
　

（
門
司
港
美
術
工
芸
研
究
所
）

講
　
評綿

引　

昭
子　

氏　
　

梅
雨
入
り
が
遅
れ
て
い
る
せ

い
で
、
今
年
の
海
の
絵
画
コ
ン

ク
ー
ル
の
審
査
の
日
の
七
月
二

日
は
、
朝
か
ら
、
猛
烈
な
土

砂
降
り
の
雨
に
迎
え
ら
れ
ま
し

た
。
会
場
に
は
、
す
で
に
、
作

品
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
最
中
で

し
た
。
今
年
は
、
昨
年
よ
り

も
作
品
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

る
と
の
こ
と
で
、
期
待
も
ふ
く

ら
み
ま
す
。
胸
を
わ
く
わ
く

「
鹿
児
島
地
区
」

協
力
：
鹿
児
島
運
輸
支
局

◦
開
催
日

　

令
和
６
年
８
月
１
日
㈭ 

か
ら
８
月
13
日
㈫

◦
場
　
所

　

鹿
児
島
市
「
山
形
屋
・

　

な
な
テ
ラ
ス
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

◦
内
　
容

　

金
・
銀
・
銅
賞
、
鹿
児
島

県
内
の
佳
作
作
品
を
展
示

し
、
約
４
万
人
の
方
が
鑑

賞
し
ま
し
た
。

「
佐
世
保
地
区
」

協
力
：
長
崎
運
輸
支
局

　
　
　

佐
世
保
海
事
事
務
所

◦
開
催
日

　

令
和
６
年
８
月
20
日
㈫

　

か
ら
８
月
28
日
㈬

◦
場
　
所

　

佐
世
保
市
博
物
館
島
瀬
美

術
セ
ン
タ
ー

◦
内
　
容

　

金
・
銀
・
銅
賞
、
佐
世
保
地

区
で
応
募
の
あ
っ
た
作
品
を

展
示
し
、
約
250
人
の
方
が

鑑
賞
し
ま
し
た
。

「
一
日
の
始
ま
り
」

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
立

　

東
谷
山
中
学
校　

３
年

大
野　

冬
華 

さ
ん

「Carry a dream

」

鹿
児
島
県
姶
良
市
立　

　

重
富
中
学
校　

３
年

早
川　

う
ら
ら 

さ
ん

「
海
の
日
」

「
海
の
日
」

「
海
の
月
間
」

「
海
の
月
間
」

令和６年度

№１９７
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【
金
賞
】
九
州
運
輸
局
長
賞

「
船
着
場
の
風
景
」

長
崎
県
佐
世
保
市
立

　

福
石
中
学
校　

３
年

上
野　

結
布
花 

さ
ん

【
銀
賞
】九
州
海
事
広
報
協
会
長
賞

「
海
」

長
崎
県
佐
世
保
市
立

　

福
石
中
学
校　

２
年

岩
永　

梨
央 

さ
ん

山形屋・絵画展 門司港・絵画展

北九州海の日表彰式苅田町海の日記念式典

旧大連航路上屋・絵画審査

佐世保・絵画展

一
、
海
事
功
労
者
表
彰
式

二
、「
海
の
日
」
中
学
生

　

海
の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

中
学
生「
海
の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」

（
九
州
・
山
口
地
区
）入
賞
者
・
優
秀
学
校
賞

第61回



九 州 海 事 広 報 協 会 会 報 第197号　⑵

▼
８
月
22
日
㈭
熊
本
運
輸
支
局
が
熊

本
市
小
学
校
社
会
科
研
究
会
教
員

33
人
に
対
し
、熊
本
県
玉
名
郡
長
洲

町
及
び
長
洲
港
、長
崎
県
多
比
良
港

で
開
催

・
有
明
海
自
動
車
航
走
船
組
合
の
旅

客
フ
ェ
リ
ー
体
験
航
海
、
続
い
て

ジ
ャ
パ
ン
マ
リ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド

㈱
有
明
事
業
所
で
は
造
船
業
の
役

割
、
重
要
性
を
学
び
ま
し
た
。

・
（
一
社
）
日
本
船
主
協
会
出
前
講

座
「
日
本
経
済
を
支
え
る
海
運
業

に
つ
い
て
」

・
（
公
社
）
九
州
海
事
広
報
協
会
出

前
講
座
「
海
洋
教
育
普
及
事
業
の

取
組
に
つ
い
て
」

▼
令
和
６
年
度
中
に
九
州
管
内
及
び

山
口
県
西
部
に
お
い
て
児
童
や
生

徒
、
教
諭
、
保
護
者
を
対
象
と
し

た
船
と
の
出
会
い
事
業
、
海
事
産

業
施
設
見
学
会
（
旅
客
船
ク
ル
ー

ジ
ン
グ
、
フ
ェ
リ
ー
、
造
船
所
、

舶
用
工
業
、
倉
庫
、
港
湾
荷
役
な

ど
）
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
８
月
７
日
㈬
北
九
州
市
戸
畑
区
で
福

岡
運
輸
支
局
若
松
海
事
事
務
所
開

催
・
北
九
州
市
立
西
戸
畑
市
民
セ
ン

タ
ー　

児
童
10
人
、
保
護
者
３

人
、
指
導
員
２
人
が
参
加
を
い
た

だ
き
、
旅
客
船
の
楽
し
さ
、
海
や

港
に
関
わ
る
仕
事
、
船
員
の
仕
事

の
大
切
さ
を
伝
え
ま
し
た
。

・
北
九
州
市
営
「
第
十
八
わ
か
と

丸
」
の
洞
海
湾
体
験
ク
ル
ー
ジ
ン

グ
・
鶴
丸
海
運
㈱
船
員
出
前
講
座
「
船

に
た
ず
さ
わ
る
仕
事
の
話
に
つ
い

て
」

２
０
２
３
ジ
ュ
ニ
ア
・

シ
ッ
ピ
ン
グ
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

賞
入
賞
作
品
展
を
開
催

（
公
財
）日
本
海
事
広
報
協
会
は
全

国
の
小
中
高
校
生
の
皆
さ
ん
に
、海
事

産
業
に
つ
い
て
学
び
、そ
の
重
要
性
を
理

解
し
、身
近
に
感
じ
て
ほ
し
い
と
、貿
易

一
．
体
験
活
動

⑴
海
の
教
室

二
．
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
海
の
月
間

⑴「
海
の
日
」「
海
の
月
間
」

　

関
連
行
事
広
報

⑵「
海
の
日
」に
お
け
る
海
事

　

功
労
者
の
表
彰
式
典

三
．
表
彰
、
コ
ン
ク
ー
ル

⑴
第
61
回
中
学
生
海
の
絵
画

　
コン
ク
ー
ル（
九
州・山
口
地
区
）

　

の
開
催

四
．
そ
の
他
の
事
業

⑴
海
事
知
識
の
普
及
事
業

　
（
一
般
財
団
法
人 

日
本
モ
ー

　

タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
会
か
ら
の

　

受
託
事
業
）

一
．
他
の
団
体
と
の
連
携
事
業
と
海

事
広
報
宣
伝
物
等
の
発
行
配

付
。

二
．
海
事
関
係
の
各
団
体
と
積
極
的

に
連
携
し
、
各
種
行
事
と
の
共

催
・
協
賛
・
後
援
等
を
行
う
。

「
九
州
海
事
広
報
協
会　
　
　
　
　

　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
」

九
州
海
事
広
報
協
会 

Ｈ
Ｐ 

（https://kaijikoho-kyushu.org

）に

「
中
学
生
海
の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」の
受

賞
作
品（
金
・
銀
・
銅
賞
、佳
作
の
合
計

40
点
）や
各
種
の

海
事
イ
ベ
ン
ト
、

公
益
活
動
等
を

掲
載
し
て
ま
す

の
で
、ご
覧
く
だ

さ
い
。第

61
回
目
を
迎
え
た「
中
学
生
海
の

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」に
多
数
の
応
募
を
い

た
だ
き
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。応
募
を
さ
れ
た
生
徒
の
皆
さ
ん
、熱

心
に
ご
指
導
を
さ
れ
る
先
生
方
に
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。次
代
を
担

う
中
学
生
の
絵
画
作
品
は
、私
た
ち
の

暮
ら
し
に
と
て
も
大
切
な「
船
舶
」「
海

の
生
物
」「
海
や
船
」「
港
で
働
く
人
」

「
海
の
環
境
保
全
」等
の
画
題
に
つ
き

ま
し
て
、心
を
込
め
て
表
現
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。絵
画
審
査
員
、事
務
局
で

は
生
徒
の
絵
画
作
品
か
ら
絵
に
打
ち
込

む
情
熱
や
純
粋
な
瞳（
ひ
と
み
）、豊
か

な
感
性
を
強
く
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

令
和
７
年（
２
０
２
５
年
）も
海
の
日

広
報
行
事
の
一
環
と
し
て「
第
62
回
中

学
生
海
の
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」を
開
催
し

ま
す
の
で
、「
海
に
関
す
る
絵
画
・
未
来

図
な
ど
広
く
海
に
か
か
わ
る
も
の
」を

画
題
に
し
て
、た
く
さ
ん
の
絵
画
作
品

を
ご
応
募
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す（
令
和
７

年
４
月
上
旬
に
各
中
学
校
あ
て
絵
画

募
集
要
項
等
を
送
付
）。

小・中
学
校
教
員
が
直
接
、海
事
産
業

に
携
わ
る
事
業
者
や
海
事
関
係
団
体
か

ら
説
明
を
聞
き
、海
事
産
業
の
現
場
を

体
験
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、そ
の
理
解

や
認
識
を
深
め
、児
童・生
徒
への
学
校
授

業
に
取
り
入
れ
て
い
た
だ
く
海
洋
教
育

普
及
事
業
の
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

▼
８
月
１
日
㈭
山
口
県
下
関
市
内
で

九
州
運
輸
局
下
関
海
事
事
務
所
開

催
・
下
関
市
立
小
学
社
会
科
部
会
教
員

21
人

・
長
州
出
島
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル

で
港
湾
荷
役
作
業
、
旭
洋
造
船
㈱

で
は
建
造
ド
ッ
ク
等
見
学
と
座

学
、
ま
た
、
関
釜
フ
ェ
リ
ー
㈱
の

旅
客
フ
ェ
リ
ー
「
は
ま
ゆ
う
」
で

は
韓
国
と
の
国
際
旅
客
定
期
航

路
、
船
員
の
仕
事
の
楽
し
さ
等
を

聞
き
、
船
内
各
所（
操
舵
室
、
客

室
、
車
両
甲
板
等
）を
見
学
し
ま

し
た
。

・（
一
社
）日
本
船
主
協
会
出
前
講
座

「
日
本
経
済
を
支
え
る
海
運
業
」

・
教
員
よ
り
「
地
元
下
関
市
の
海
事

産
業
の
現
場
を
見
学
し
、
改
め
て

そ
の
魅
力
と
重
要
性
を
認
識
し

た
。
児
童
に
そ
の
役
割
を
し
っ
か

り
と
伝
え
た
い
」
等
の
声
を
い
た

だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
福
岡

令
和
６
年
11
月
２
日
㈯

海
辺
の
カ
ー
ニ
バ
ル
２
０
２
４

ま
つ
り
開
催
時

「
宮
崎
み
な
と
ま
つ
り

２
０
２
４
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た

（
宮
崎
県
）

５
月
５
日（
日
・
祝
）に
宮
崎
港
で

「
宮
崎
み
な
と
ま
つ
り
２
０
２
４
」が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。宮
崎
運
輸
支
局
は

海
事
産
業
の
役
割
や
ク
ル
ー
ズ
船
の
魅

力
等
の
広
報
PR
を
行
う
ブ
ー
ス
を
出
展

し
て
、日
本
海
事
広
報
協
会
よ
り
ご
提

供
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト（
日
本
の
海
運　

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
Ｇ 

Ｎ
Ｏ
Ｗ 

２
０
２
３

～
２
０
２
４
）配
付
、及
び
、海
事
関
係

団
体
の
日
本
船
主
協
会
、日
本
内
航
海

運
組
合
総
連
合
会
、日
本
水
先
人
会

連
合
会
、海
技
振
興
セ
ン
タ
ー
、及
び
日

本
外
航
客
船
協
会
よ
り
ご
提
供
の
広

報
グ
ッ
ズ（
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
、マ
ル
ク
ン

カ
レ
ー
、応
援
ノ
ー
ト
等
）を
来
場
者
に

配
付
し
て
、多
く
の
方
に
内
航
海
運
の

役
割・重
要
性
等
を
伝
え
る
と
と
も
に

ク
ル
ー
ズ
船
の
魅
力
、海
の
交
通
安
全

な
ど
を
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
第
29
回
海
の
日
協
賛
・
み
す
み

港
ま
つ
り
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た

（
熊
本
県
宇
城
市
三
角
港
）

７
月
20
日（
土
）に
熊
本
運
輸
支
局

は「
上
天
草
市
海
運
業
次
世
代
人
材

育
成
推
進
協
議
会
」と
共
同
で
～
船
の

世
界
の
魅
力
～
を
発
信
す
る
海
事
ブ
ー

ス
を
出
展
し
ま
し
た
。当
日
は
多
く
の

方
が
来
場
し
海
事
産
業
の
仕
事
、及
び

内
航
海
運
の
役
割
、ク
ル
ー
ズ
船
等
を

PR
し
ま
し
た
。ま
た
、海
事
関
係
団
体

の
日
本
海
事
広
報
協
会
、日
本
内
航
海

運
組
合
総
連
合
会
、日
本
水
先
人
会

連
合
会
、海
技
振
興
セ
ン
タ
ー
等
よ
り

ご
提
供
の
広
報
グ
ッ
ズ（
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ

ト
、マ
ル
ク
ン
カ
レ
ー
、Ｐ
Ｉ
Ｌ
Ｏ
Ｔ
手
提

紙
袋
、ウ
エッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
等
）を
来
場

者
に
配
付
し
て
、海
事
産
業
の
役
割・重

要
性
を
伝
え
る
と
と
も
に
ク
ル
ー
ズ
船

の
魅
力
、海
の
交
通
安
全
な
ど
を
学
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

に
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
へ
の
理
解
や
社
会
・
地

域
貢
献
へ
の
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
き
、

海
事
知
識
の
普
及
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
に（
一
財
）日
本
モ
ー
タ
ー
ボ
ー

ト
競
走
会
か
ら
の
委
託
を
受
け
て
、管

内
６
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
場
関
係
者
の
全
面

的
な
ご
支
援・ご
協
力
の
も
と「
日
本
の

海
を
愛
す
る
パ
ネ
ル
展
」を
実
施
し
て

い
ま
す
。海
事
広
報
パ
ネ
ル
展
示
、お
子

様
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
写
真
撮
影
が
出
来

る「
こ
ど
も
船
長
体
験
」の
実
施
、及
び

「
海
運
・
開
運
お
み
く
じ
」を
行
い「
日

本
丸
賞
」と
し
て「
エ
コ
直
定
規
」、「
海

の
日
賞
」と
し
て「
ボ
ー
ル
ペ
ン
」を
景
品

と
し
て
進
呈
、多
く
の
家
族
連
れ
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

【
実
施
状
況
】

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
か
ら
つ

令
和
６
年
６
月
16
日
㈰　

Ｇ
Ⅲ
ウ
ェス
タ
ン
ヤ
ン
グ

開
催
時

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
大
村

令
和
６
年
７
月
27
日
㈯

Ｓ
Ｇ
オ
ー
シ
ャ
ン
カ
ッ
プ

開
催
時

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
芦
屋

令
和
６
年
８
月
４
日
㈰

Ｇ
Ⅰ
全
日
本
王
座
決
定
戦

開
催
時

【
今
後
の
開
催
予
定
】

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
下
関

令
和
６
年
９
月
14
日
㈯

ル
ー
キ
ー
シ
リ
ー
ズ
第
13
戦

開
催
時

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
若
松

令
和
６
年
９
月
28
日
㈯

Ｇ
Ⅰ
全
日
本
覇
者
決
定
戦

開
催
時

全
国
ビ
ー
チ
ウ
ォ
ー
ク
＆

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
作
戦

（
公
財
）日
本
海
事
広
報
協
会

国
民
の
祝
日「
海
の
日
」を
中
心
に

全
国
各
地
の
海
岸
で
清
掃
活
動
が
地

元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
よ
り
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。

唐
津
市
で
は
７
月
12
日（
金
）に「
神

集
島
」（
か
し
わ
じ
ま
）の
白
浜
海
岸

海
水
浴
場
で
清
掃
活
動
が
行
わ
れ
ま

し
た
。唐
津
市
立
湊
小
学
校
5
年
生

21
人
は
同
校
に
通
っ
て
い
る
お
友
達
の

島
に
渡
り
、海
の
日
を
前
に
海
水
浴
客

や
地
元
の
方
が
楽
し
め
る
よ
う
曇
り

空
の
中
、打
ち
上
げ
ら
れ
た
海
藻
や
木

く
ず
、ペッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
を
袋
一
杯
に

集
め
、き
れ
い
に
な
っ
た
海
岸
を
見
て
笑

顔
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、佐
賀

県
旅
客
船
協
会
、唐
津
汽
船
㈱
、唐
津

市
、佐
賀
運
輸
支
局
な
ど
関
係
者
も

力
を
合
わ
せ
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、南
さ
つ
ま
市
で
は
、７
月
28
日

（
日
）に
万
世
校
区
元
気
づ
く
り
委
員

会
の
青
少
年
と
市
民
が
一
体
と
な
り
、

約
140
名
が
参
加
の
も
と
、「
２
０
２
４
吹

上
浜
ク
リ
ー
ン
作
戦
」を
実
施
し
て
、同

市
新
川
海
岸
清
掃
活
動
に
汗
を
流
し

ま
し
た
。

海
の
教
室

神
集
島
白
浜
海
岸
海
水
浴
場
の
清

掃
を
終
え
た
湊
小
学
校
５
年
生
21
人
は

神
集
島
公
民
館
で「
ぼ
く
と
わ
た
し
の

シ
ッ
プ
ガ
イ
ド
」等
の
講
義
を
受
け
、身

の
回
り
に
あ
る
品
物
の
多
く
が
、海
外

か
ら
船
舶
で
輸
入
し
て
い
る
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。ま
た
、佐
賀
運
輸
支
局
の
竺

原
運
航
労
務
監
理
官
か
ら
、人
の
命
を

守
る
救
命
胴
衣
の
着
用
体
験
が
あ
り
ま

し
た
。児
童
は「
膨
ら
む
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ

ト
を
初
め
て
知
っ
た
。」「
美
味
し
い
バ
ナ

ナ
を
海
外
か
ら
多
く
の
人
が
関
わ
っ
て

食
卓
に
運
ん
で
来
る
の
を
知
っ
た
。」続
い

て
、唐
津
汽
船
㈱
の
旅
客
船「
荒
神
丸
」

で
は
海
風
を
受
け
て
体
験
航
海
を
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
場
等
を
活
用

し
た
海
事
知
識
の
普
及
事
業

ボ
ー
ト
レ
ー
ス
場
等
で
海
事
イ
ベ
ン

ト・広
報
活
動
を
行
い
、地
域
の
皆
さ
ん

を
担
う「
海
運
」や「
船
」、「
港
」の
こ

と
を
調
べ
た
新
聞
を
毎
年
募
集
し
て
い

ま
す
。本
年
1
月
に
決
定
し
た
国
土
交

通
大
臣
賞（
中・高
校
生
部
門
）を
含
む

８
作
品
の
展
示
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

〇
開
催
日

令
和
６
年
８
月
１
日
㈭

か
ら
８
月
９
日
㈮

〇
場
所

北
九
州
市
門
司
港
レ
ト
ロ

「
旧
門
司
税
関
」

〇
内
容

国
土
交
通
大
臣
賞
含
む
８
作
品
を

展
示
し
、約
３
千
人
の
方
々
が
訪
れ

ま
し
た
。

「
海
と
船
と
遊
ぼ
う
」事
業

の
パ
ネ
ル
展
を
開
催

（
公
財
）日
本
海
事
広
報
協
会
で
は

多
く
の
方
に
、私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支

え
る「
船
と
港
の
あ
れ
こ
れ
」を
学
べ
る

海
事
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
し
た
。会

場
で
は「
い
ろ
い
ろ
な
船
」や「
船
員
の

仕
事
」「
港
の
役
割
」な
ど
に
つ
い
て
分

か
り
や
す
く
解
説
し
た
展
示
を
行
い
、

多
く
の
方
に
楽
し
く
鑑
賞
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

〇
開
催
日

令
和
６
年
８
月
１
日
㈭

か
ら
８
月
９
日
㈮

〇
場
所

北
九
州
市
門
司
港
レ
ト
ロ

「
旧
門
司
税
関
」

〇
内
容

海
事
広
報
パ
ネ
ル
10
点
を
展
示
し
、

約
３
千
人
の
方
々
が
訪
れ
ま
し
た
。

２
０
２
４
年
海
の
日
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
品
展
の
開
催

国
民
の
祝
日「
海
の
日
」海
事
関
係

団
体
連
絡
会（
事
務
局・（
公
財
）日
本

海
事
広
報
協
会
）で
は
、多
く
の
方
々
に

「
海
の
日
」や
海
に
つ
い
て
深
く
考
え
、

理
解
し
て
ほ
し
い
と
、毎
年「
海
の
日
」

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
ポ
ス

タ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
を
公
募
し
て
い
ま
す
。

本
年
４
月
に
決
定
し
た
大
賞
作
品
を

含
む
９
作
品
の
展
示
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

（2024年）
令和６年９月１日

【
北
九
州
地
区
】

〇
開
催
日

【
第
Ⅰ
期
】

令
和
６
年
７
月
15
日（
月・祝
）

か
ら
７
月
28
日
㈰

【
第
Ⅱ
期
】

令
和
６
年
８
月
１
日
㈭

か
ら
８
月
９
日
㈮

〇
場
所

北
九
州
市
門
司
港
レ
ト
ロ

「
旧
門
司
税
関
」

〇
内
容

入
賞
作
品
Ａ
２
判
パ
ネ
ル（
大
賞（
１

点
）、優
秀
賞（
２
点
）、佳
作（
５
点
） 

、

奨
励
賞（
１
点
））、コ
ン
ク
ー
ル
概
要
パ

ネ
ル（
説
明・ご
挨
拶
）を
展
示
し
、約

1
万
人
の
方
々
が
鑑
賞
し
ま
し
た
。

【
福
岡
地
区
】

〇
開
催
日

令
和
６
年
８
月
５
日
㈪

か
ら
８
月
９
日
㈮

〇
場
所

福
岡
合
同
庁
舎
新
館
１
階

（
福
岡
市
博
多
区
）

〇
協
力

九
州
運
輸
局
海
事
振
興
部

〇
内
容

入
賞
作
品
Ａ
２
判
パ
ネ
ル（
大
賞（
１

点
）、優
秀
賞（
２
点
）、佳
作（
５
点
） 

、

奨
励
賞（
１
点
））、コ
ン
ク
ー
ル
概
要
パ

ネ
ル（
説
明・ご
挨
拶
）を
展
示
し
、約

250
人
の
方
々
が
鑑
賞
し
ま
し
た
。

令
和
６
年
５
月
16
日
㈭
、北
九
州
市

「
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
小
倉
」に
お
い

て
、令
和
６
年
度
通
常
総
会
を
開
催
し

て
、会
員
の
方
々
に
ご
出
席
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。総
会
で
は
ご
来
賓
の
九
州
運
輸

局
森
次
長
よ
り
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。第１

号
議
案　

令
和
５
年
度
事
業
報

告
及
び
決
算
の
承
認
に
関
す
る
件

第
２
号
議
案　

役
員
の
任
期
満
了
に

伴
う
役
員
改
選
に
関
す
る
件

に
つ
い
て
、原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
、令

和
６
年
度
事
業
計
画
、収
支
予
算
に
つ
い

て
報
告
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、総
会
後

の
第
２
回
理
事
会
で
は
、令
和
５
年
度
の

事
業
報
告
等
に
係
る
提
出
書
に
つ
い
て
承

認
を
い
た
だ
き
、会
長
等
の
職
務
執
行
状

況
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
の
事
業
計
画
は
次
の

と
お
り
で
す
。

芦屋ボート「日本の
海を愛するパネル展」

旭洋造船㈱建造ドック見学

唐津ボート「日本の
海を愛するパネル展」

海の教室・救命胴衣着用体験 神集島・海岸清掃

貨物船のペーパークラフト配付海事広報グッズ配付

関釜フェリー見学会

児童・保護者の海事産業見学会

新聞賞入賞作品展示海と船と遊ぼうパネル展示

海の日ポスター展

大村ボート「パネル展」＋「海と
港の教室」（絵本の読み聞かせ）

JMU有明事業所「造船講義」

Ⅰ　

公
益
目
的
事
業

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

令
和
６
年
度　

通
常
総
会
・
理
事
会

海事産業見学会

☆ご支援・ご協力をいただきました皆様、
大変ありがとうございました｡

Ⅱ　

そ
の
他
の
事
業

（
相
互
扶
助
等
事
業
）

海
洋
教
育
普
及
事
業
の
推
進


